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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】マーキング機器のサイクル間にリソグラフィー画像を変える可変デジタルデータ
オフセットリソグラフィー構造を用い、画像受け入れ媒体基材の上に可変真珠光沢画像要
素または可変真珠光沢画像部分を製造するためのシステムおよび方法の提供。
【解決手段】インク組成物中の溶液に少なくとも１０重量％の比率で懸濁した固体粒子で
ある真珠光沢顔料成分を含む真珠光沢インクであり、インク組成物中の溶液に懸濁した粒
径が１０ミクロンより大きな固体粒子である真珠光沢顔料成分を含む真珠光沢インク。可
変真珠光沢画像要素または可変真珠光沢画像部分が、単一の機器で他のインクを用いて塗
布された他のインク画像要素またはインク画像部分とは別個に、またはこれらと組み合わ
せて、画像受け入れ媒体基材の上に作られるか、および／または画像作成機器によって画
像受け入れ媒体基材を１回通過して作られるシステムおよび方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像受け入れ媒体基材の上に可変真珠光沢画像要素または可変真珠光沢画像部分を作成
するときに使用するためのインク組成物であって、
　前記インク組成物中の溶液に少なくとも１０重量％の比率で懸濁した、固体粒子である
真珠光沢顔料成分を含み、
　前記溶液が、
　　少なくとも１つの硬化性モノマーと、
　　少なくとも１つの分散剤と、
　　熱安定化剤と、
　　光開始剤系とのうち、２つ以上を含む、インク組成物。
【請求項２】
　前記固体粒子である真珠光沢顔料成分が、前記インク組成物中の前記溶液に少なくとも
２０重量％の比率で懸濁している、請求項１に記載のインク組成物。
【請求項３】
　前記固体粒子である真珠光沢顔料成分が、平均粒径が１０ミクロンより大きい、請求項
１に記載のインク組成物。
【請求項４】
　前記固体粒子である真珠光沢顔料成分が、平均粒径が１５ミクロンより大きい、請求項
１に記載のインク組成物。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの硬化性モノマーが、官能性アクリレートモノマーである、請求項
１に記載のインク組成物。
【請求項６】
　画像受け入れ媒体基材の上で可変真珠光沢画像要素または可変真珠光沢画像部分を作成
するためのシステムであって、
　少なくとも１つの可変データリソグラフィー機器を備え、前記少なくとも１つの可変デ
ータリソグラフィー機器が、
　　リソグラフィー画像を、前記画像受け入れ媒体基材に転写するためのデジタルデータ
の再画像化を助ける再画像作成可能な表面を有する画像化部材と、
　　前記再画像作成可能な表面の上に濡らし溶液の層を堆積させる、濡らし溶液の供給源
と、
　　前記濡らし溶液の層を選択的に蒸発させることによって、濡らし溶液の前記層の中に
、受信したデジタルデータにしたがって潜像をパターン形成する、光学パターン形成サブ
システムと、
　　前記画像受け入れ媒体基材に、前記真珠光沢画像要素または前記真珠光沢画像部分を
転写するために、前記再画像作成可能な表面に真珠光沢インクを適用し、前記パターン形
成した潜像から真珠光沢インクの付いた画像を製造する、真珠光沢インク供給源と、
を含む、可変データリソグラフィー機器と、
　前記画像受け入れ媒体基材の上に他の画像要素または画像部分を別個に作成するための
少なくとも１種類の他のインクを与える、少なくとも１つの他の画像作成インク供給源と
、
　前記画像受け入れ媒体基材の上で画像要素を硬化させる、硬化機器と、を備え、
　前記画像受け入れ媒体基材が、（１）前記真珠光沢インク供給源によって供給される前
記真珠光沢インクを用い、前記真珠光沢画像要素または真珠光沢画像部分を用いてマーキ
ングされ、（２）前記少なくとも１つの他の画像作成インク供給源から前記別個の作成の
ために前記少なくとも１つの他のインクを用い、前記他のインク画像要素または前記イン
ク画像部分を用いてマーキングされ、（３）前記硬化機器によって、前記画像受け入れ媒
体基材の上で前記画像要素として、前記真珠光沢画像要素または真珠光沢画像部分と、前
記他のインク画像要素または前記インク画像部分を硬化させ、前記出力書類の異なる部分
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に可変真珠光沢画像要素または可変真珠光沢画像部分を含む出力書類を製造する、システ
ム。
【請求項７】
　前記真珠光沢インクが、
　前記インク組成物中の溶液に少なくとも１０重量％の比率で懸濁した、固体粒子である
真珠光沢顔料成分を含み、
　前記溶液が、
　　少なくとも１つの硬化性モノマーと、
　　少なくとも１つの分散剤と、
　　熱安定化剤と、
　　光開始剤システムと、
　のうち、２つ以上を含む、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　少なくとも１つの他の画像作成インク供給源が、少なくとも１つの可変データリソグラ
フィー機器中にモジュールとして含まれ、真珠光沢画像要素または真珠光沢画像部分が画
像受け入れ媒体基材の上に作成される画像作成サイクルとは別個の少なくとも１つの可変
データリソグラフィー機器の画像作成サイクルである少なくとも１つの画像作成サイクル
で、再画像作成可能な表面に少なくとも１つの他のインクを塗布し、画像受け入れ媒体基
材の上でパターン形成された潜像から他のインク要素またはインク部分を製造する、請求
項６に記載のシステム。
【請求項９】
　前記画像受け入れ媒体基材の上に他の個々のインク画像要素またはインク画像部分を塗
布する工程の間に、前記画像受け入れ媒体基材の上で個々のインク画像要素またはインク
画像部分をそれぞれ少なくとも部分的に硬化させるように配置され、構成された別の硬化
機器をさらに備える、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの他の画像作成インク供給源が、別個のマーキングモジュールの要
素であり、前記別個のマーキングモジュールが、前記画像受け入れ媒体基材に前記真珠光
沢画像要素または真珠光沢画像部分を塗布する少なくとも１つの可変データリソグラフィ
ー機器とは別個に、前記画像受け入れ媒体基材に前記他のインク画像要素またはインク画
像部分を塗布する、請求項６に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、提案される可変デジタル・オフセット・リソグラフィー画像作成構造を用い
、連続した基材に高品質の可変真珠光沢インク画像を運ぶ能力を与えるシステムおよび方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　真珠光沢として知られる眼で見える現象は、一般的に、入射光に対する、調製された表
面の限られた様式での虹色の反応を指す。真珠光沢表面は、表面を見る角度または表面に
対して入射光が照射される角度を変えると、表面が真珠のように色が変わるような様式で
入射光を反射する。広範囲にわたって虹色に見える現象は、石鹸の泡、蝶の羽根、貝殻を
含む表面で一般的に観察される。
【０００３】
　真珠光沢コーティングまたは真珠光沢顔料は、塗料またはインクとして運ぶことが可能
であってもよく、印刷可能な製品および／または産業用コーティングまたは塗料を用いた
装飾または飾りという目的のために、真珠光沢の視覚効果を与える。真珠光沢という目で
見える現象およびもっと広範囲に虹色に見える現象を装飾に使用する一般的な現代の例は
、車の色を光沢がある金属色（またはカメレオンのような）外観に変えるために自動車産
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業によって使用される塗料配合物での用途である。
【０００４】
　印刷分野で表面に真珠光沢の画像を運ぶという概念を拡張するための努力は、ごく一部
でしか成功していない。印刷された真珠光沢製品は、真珠光沢がある印刷材料を提供する
という装飾特性についてだけではなく、例えば、偽造者が複製するのがもっと困難になり
得るような様式で識別するために書類を固有にマーキングする能力を与える潜在的なセキ
ュリティ特性についても開発されてきた。
【０００５】
　印刷製品に対する真珠光沢効果は、金属光沢が１０ミクロン程度の比較的大きな固体顔
料粒子を使用することによって作られ、この大きさの粒子をインク組成物中で安定化させ
ることが困難であるため、作り出すのが困難な場合がある。真珠光沢インクを用いるデジ
タル印刷は、最終的な書類の中で真珠光沢効果を発揮するのに適した必要な粒径に基づく
と、真珠光沢インクを吐出することがほぼ困難であることがわかっているため、従来のデ
ジタル画像作成技術を用いては非常に困難である。
【０００６】
　真珠光沢インクを使用し、従来のリソグラフィー印刷技術およびオフセットリソグラフ
ィー印刷技術を用いて印刷材料を作成することができる。しかし、これらの技術は、永久
的にパターン形成されたプレートを使用するため、一般的に、長期間にわたる印刷時間で
同じ画像を印刷する場合にのみ最も有用であると考えられる。従来のリソグラフィー技術
は、書類の上に真珠光沢画像を製造するのに適してはいるものの、既知の方法によれば、
画像を変えるには、プレート（印刷シリンダを含む）の除去および交換が必要であるため
、一般的に、１ページごとに新しいパターンを作成し、印刷するように修正することがで
きるとは考えられない。従来のリソグラフィー技術は、例えば、デジタル印刷システムの
場合のように、印刷されるべき画像が一刷りごとに変わる真の高速可変データ印刷プロセ
スに適応させることができないので、これらの技術は、ページごとに変わる書類、または
少ない印刷回数でページに真珠光沢画像を効率よくおよび／または経済的に製造する機会
を提供しない。
【０００７】
　典型的には、インクジェット印刷技術は、高速可変データデジタル画像作成に最も合う
ように修正可能であると考えられる。特定の印刷用途（真珠光沢画像作成を含む）の欠点
は、吐出されるインクの物理的な組成を、かなり厳格なパラメータの範囲内になるように
注意深く制御しなければならないことである。一般的に、吐出されるインクは、特に粘性
であってはならず、および／または特定の粒径を超える固体顔料粒子を含んではいけない
。過度に粘性が高いインク組成物、またはもっと大きな粒径の固体粒子を含むインク組成
物は、吐出部を簡単に詰まらせ、デジタル印刷を支えるインク吐出プロセスによる画像作
成操作に悪影響を与える他の課題が生じる傾向がある。この詰まりを防ぐために十分な直
径を有する吐出ノズルを製造することは、適切に大きなノズルを導入する一連の他の物理
的な特徴および操作特徴に基づき、合理的に考えて実現不可能である。
【０００８】
　吐出可能なインクの調製は、固体要素を液体にもっと容易に懸濁させることによってイ
ンク吐出プロセスで簡単に通過させるために、例えば、鋼鉄ショットまたはグラインダ（
高速メディアミル）中、固体要素、例えば、顔料またはインク組成物に含まれる他の固体
の広範囲にわたる粒状化を含むことが多い。
【０００９】
　固体要素を粒状化することによって調製したインクを真珠光沢印刷の仕組みに適合させ
るとき、真珠光沢顔料粒子を適切な吐出可能な粒径まで粉砕すると真珠光沢特性が失われ
るという点で、困難が生じる。真珠光沢仕上げの変化する反射性を保持するため、または
、最終仕上げした表面を真珠光沢にするために、それぞれの構成粒子について、もっと大
きな反射表面が好ましいことが簡単に理解される。印刷した画像で真珠光沢事象を保持す
るために、当業者が認識する事実において、固体真珠光沢顔料粒子は、直径が１０ミクロ
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ン程度であることが必要であり、インクの中でそれぞれが小さな輝く鏡となる。
【００１０】
　連続する画像受け入れ媒体基材の上にデジタルによって製造された可変真珠光沢画像を
作成するという望みは、吐出可能なインクの構成要素について可能な限り小さな粒径にな
るまで固体を粉砕するための吐出可能なインクを調製するという現実的な必要性と矛盾す
る。この粉砕に関する要求を、吐出可能なインク溶液の粘度に悪影響を与えることなく、
吐出可能なインク溶液に加えることができる任意の顔料固体の量がわずかな量に制限され
るという問題と組み合わせると、吐出可能なインクを用いて従来のデジタル印刷プロセス
で高品質デジタル真珠光沢画像を製造するのはほとんど不可能であることが明らかになる
。これらの制限事項は、印刷書類のための真珠光沢画像が完全に実現され、開発されると
いう利点を保持し得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本出願は、可変デジタル・データ・リソグラフィー印刷およびオフセットリソグラフィ
ー印刷または画像受け入れ媒体のマーキングのためのシステムおよび方法を提案する。本
出願は、有効な真の可変デジタル・データ・リソグラフィー印刷を達成するための湿し水
溶液の可変パターン形成に基づき、すでに企てられた可変デジタルデータ画像作成リソグ
ラフィーマーキングの概念の種々の態様の改良に関していてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、提案される可変デジタル・データ・リソグラフィー印刷システムの模式
図を示す。
【図２】図２は、本開示の可変デジタルデータ真珠光沢画像作成を実行するために使用可
能な画像作成機器の例示的な実施形態の模式図を示す。
【図３】図３は、本開示の可変デジタルデータ真珠光沢画像作成を実行する画像作成シス
テムの例示的な実施形態のブロック図を示す。
【図４】図４は、本開示の提案される可変データリソグラフィー印刷システムにおける、
真珠光沢画像作成のための可変データリソグラフィー印刷を実行するための例示的な方法
のフローチャートを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　可変真珠光沢画像作成のための開示する仕組みの実現可能性を実証するために選択され
た特定の成分混合物成分は、以下のものを含んでいた（表１を参照）。Ａｆｆｌａｉｒ　
５２０　Ｓａｔｉｎ　Ｂｒｏｎｚｅの真珠光沢顔料、ＥＭ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎ
ｃ．（登録商標）から入手可能、Ｓａｒｔｏｍｅｒｓ（登録商標）から入手可能な硬化性
機能性アクリレートモノマー、ＣＮ２９３、ＣＮ２９４Ｅ、ＣＮ２５９およびＣＮ４５４
、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ（登録商標）から入手可能なＳｏｌｓｐｅｒｓｅ　３９，０００分散
剤、ＢＡＳＦ（登録商標）から入手可能な熱安定化剤Ｉｒｇａｓｔａｂ　ＵＶ１０、場合
により、Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃａｎａｄａ　Ｌｔｄ（登録商標）から入手可能なａｅｒｏｓ
ｏｌ　２００　ｖｓ、Ｉｒｇａｃｕｒｅ　８１９、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾ
イル）－フェニルホスフィン酸化物）およびＩｒｇａｃｕｒｅ　１８４、１－ヒドロキシ
－シクロヘキシル－フェニル－ケトンから構成される光開始剤系。いくつかの実施形態で
は、光開始剤系は、場合により、それぞれＢＡＳＦ（登録商標）、ＢＡＳＦ（登録商標）
およびＬａｍｂｅｒｔｉ（登録商標）から入手可能なＩｒｇａｃｕｒｅ　３７９、２－ジ
メチルアミノ－２－（４－メチル－ベンジル）－１－（４－モルホリン－４－イル－フェ
ニル）－ブタン－１－オンおよびＥｓａｃｕｒｅ　Ｋｉｐ　１５０、オリゴ［２－ヒドロ
キシ－２－メチル－１－［４－（１－メチルビニル）フェニル］プロパノン］を含んでい
てもよい。他の任意要素の成分または添加剤としては、（１）Ｓａｒｔｏｍｅｒ（登録商
標）（例えば、ガラス転移点Ｔが－１３℃である高粘度ポリエステルアクリレートオリゴ
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マーＣＮ２２５５、および６０℃での粘度が１１，０００ｃｐであり、ガラス転移点Ｔが
－２２℃であるポリエステルアクリレートオリゴマーＣＮ２２５５から選択されるポリエ
ステルオリゴマー、（２）ヒンダードアミン光安定化剤、例えば、ＴＩＮＵＶＩＮ（登録
商標）２９２、（３）レベリング剤、例えば、Ｂｙｋ　３５００、ポリエーテルで改質さ
れたアクリル官能性ポリジメチルシロキサン、および（４）消泡剤、例えば、Ｃｙｔｅｋ
（登録商標）から入手可能なＡｄｄｉｔｏｌ　ＶＸＬ　４９５１を挙げることができる。
【表１】

【００１４】
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　実験のために製造した真珠光沢インクは、水で希釈可能であった。ＤＡＬＩプレートお
よびこのプレートの濡らし溶液とこの材料の相互作用特性を調節するために、真珠光沢イ
ンク組成物に水を低濃度で加えてもよい。顔料の粒径が大きなインクの課題は、良好なバ
ックグラウンドの観察である。顔料の粒径が大きなインクは、転写のときに濡らし溶液層
が加圧によって簡単に通過しやすい。開示されている概念について、実験結果は、バック
グラウンドの影響が、真珠光沢インク組成物に水を加えることによって軽減することを示
している。
【００１５】
　次いで、真珠光沢を評価するために、試験用の真珠光沢インクを、ドローダウンコーテ
ィング装置を用いて印刷し、ＤＡＬＩ試験プレートを用いて印刷をデモストレーションし
た。製造した真珠光沢画像は、許容範囲の金属光沢を示し、膜厚は約６０ミクロンであり
、例えば、吐出可能なインクを用いるデジタル印刷で典型的に経験する０．１～５．０ミ
クロンの膜厚と比べてかなり厚い。
【００１６】
　上述のように、提案されるデジタルオフセット印刷またはＤＡＬＩプロセスは、着色し
たＵＶ硬化性インクを、剥離剤として濡らし溶液で部分的にコーティングしたフルオロシ
リコーン印刷プレートに転写することを含んでいてもよい。次いで、場合により、このイ
ンクをＵＶ光で部分的に硬化させ、プレートから基板に転写し、基材は、一般的に、その
組成が、紙、プラスチックまたは金属のうち、１つ以上を含むように制限されないだろう
。転写が終了したら、基材の上に堆積した画像を最終段階まで硬化させるために、基材の
上に堆積したインク画像に再びＵＶ光をあててもよい。
【００１７】
　デジタルオフセット印刷またはＤＡＬＩプロセスの要求事項を満たすために、使用され
るインクは、多くの望ましい物理特性および化学特性を有していてもよい。インクは、Ｄ
ＡＬＩプロセス中に接触する材料（印刷プレート、濡らし溶液、ミリアド画像受け入れ媒
体基材を含む）と適合しなければならない。インクは、デジタルオフセット印刷またはＤ
ＡＬＩサブシステムのあらゆる機能の要求事項（適切な濡れ特性および転写特性を含む）
も満たさなければならない。
【００１８】
　デジタルオフセット印刷またはＤＡＬＩプロセスのために配合されたインクは、従来の
着色固体インクおよび他のＵＶ硬化性ゲルインクを含め、他の用途で用いられる他の従来
のインクとは多くの様式で異なる。デジタルオフセット印刷またはＤＡＬＩ用のインクは
、一般的に、顔料保持量がもっと多く（１０倍まで）、したがって、室温での粘度が高い
。顔料の保持量が多いことは、印刷した画像の隠蔽力が大きいという利点を与える。デジ
タルオフセット印刷またはＤＡＬＩ用のインクの別の利点は、処理中に固体の構成成分が
さらされる粒径低下について制限がある要求事項である。高エネルギー衝突による粉砕（
例えば、アトライタまたはメディアミルによる）を行う着色した吐出可能なインクとは異
なり、オフセットインクは、典型的には、３ロールミルを用いて処理され、粒径は、通過
回数、インクの組成、処理パラメータによって制御される。吐出可能なインクと比較して
、インク中の大きな粒子（粒径が１０ミクロン以上）は、デジタルオフセット印刷または
ＤＡＬＩプロセスに耐えられるだろう。大きな粒子を含むことに対する自由度によって、
改変印刷製品で高い真珠光沢を補助するか、または可能にするだろう。
【００１９】
　開示される実施形態は、デジタルオフセットプリンタまたはＤＡＬＩプリンタの印刷要
求を満たすように開発されたインク配合物を提案する。いくつかの実施形態では、真珠光
沢顔料が、これらの要求（つまり、提案されるオフセットプレートからの濡れ特性および
剥離特性、これらの画像作成プロセスで使用可能な非水性濡らし用液との相溶性）を満た
すようにインクに組み込まれる。
【００２０】
　試験用ＤＡＬＩフルオロ－シリコーンプレートを画像作成プレートとして使用し、粒径
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の変動が１～２０ミクロンである上の表１に示す実施例１の配合物を使用する手動試験に
よって、印刷デモンストレーションを行った。実施例１のインクをハンドローラによって
フルオロ－シリコーン－シリコーン試験ＤＡＬＩプレートに塗布し、プレートの濡れ方を
観察した。プレートに濡らし溶液を塗布した後、ローラを用いてプレートの上を回転させ
てインクを付け、次いで、均一な膜をプレートから紙へと転写した。このデモンストレー
ションによって、実施例１のインクについて良好なバックグラウンド性能が得られた。真
珠光沢インクに水を加えると、バックグラウンドの性能を変えることができることが示さ
れた。ベース配合物に３０％の水を加えると、バックグラウンドの性能が、許容範囲のレ
ベルであると考えられるレベルに近づくことが示された。真珠光沢インク配合物を調節す
ることによって、ほぼ０％のバックグラウンドを達成することができると予想される。
【００２１】
　提案される可変デジタル・データ・オフセット・リソグラフィー画像作成またはＤＡＬ
Ｉ構造およびサブシステムに適した真珠光沢デジタルオフセットインクは、水性で希釈可
能な硬化性の市販成分を用いて提案される。観察した多くの反応性モノマーまたはオリゴ
マーは、可変デジタル・データ・オフセット・リソグラフィー印刷システムで特注インク
を印刷する性能が高まるという利点があることが示された。提案される真珠光沢インク配
合物は、以下のものを含む多くの利点を有する。提案された可変デジタル・データ・オフ
セット・リソグラフィー画像作成プロセスとともに用いるのに適していること、水性の希
釈可能な配合物を使用することによって、提案されるＤＡＬＩ画像作成機器に使用する湿
し水（湿らすおよび／または濡らす）溶液およびプレート材料との適合性を調節可能であ
ること、高いゼロ剪断粘度に起因して、優れた硬化安定性、高い粒子含量法事量および大
きな顔料粒径（１０ミクロンを超える）のための機会に基づき、改良された真珠光沢。
【００２２】
　図２は、本開示の可変デジタル真珠光沢画像作成を実行するための画像作成機器２００
の例示的な実施形態の模式図を示す。図２に示されるように、個々の画像受け入れ媒体基
材は、画像受け入れ媒体基材供給源２１０で提供されてもよい。個々の画像受け入れ媒体
基材は、Ａの方向に画像受け入れ媒体輸送経路２１５に沿って連続的に通過してもよい。
【００２３】
　個々の画像受け入れ媒体基材の少なくとも選択した部分の上に、１つ以上の別個の稠度
および色のインク（具体的に配合した真珠光沢インクを含む）を堆積させるために、個々
の画像受け入れ媒体基材を、インクによる画像作成ローラ２２０、２３０、２４０、２５
０、２６０と、対向するローラ２２２、２３２、２４２、２５２、２６２との間に作成さ
れた複数の転写ニップから通過させてもよい。インクによる画像作成ローラ２２０、２３
０、２４０、２５０、２６０のうち、１つ以上は、従来のリソグラフフィー画像転写ロー
ラであってもよい。本開示に記載する真珠光沢インクを堆積させるような構成であるか、
および／またはそのように設計されたインクによる画像作成ローラ２２０、２３０、２４
０、２５０、２６０のうち少なくとも１つは、例えば図１に示すような個々および別個の
可変デジタルデータオフセットリソグラフィーシステムの一部であるその他の画像転写ロ
ーラであってもよい。なお、画像作成ローラ２２０、２３０、２４０、２５０、２６０の
すべてが、それぞれ、個々および別個の可変デジタル・データ・オフセット・リソグラフ
ィー・システムの一部である画像転写ローラであってもよい。基材が、画像受け入れ媒体
輸送経路２１５に沿って進むように、それぞれの１つ以上の着色したインクを、個々の画
像受け入れ媒体基材の上に堆積させてもよく、それぞれの１つ以上の堆積した着色インク
を、１つ以上の個々の硬化機器２２５、２３５、２４５、２５５、２６５によって少なく
とも部分的に硬化させてもよい。
【００２４】
　画像受け入れ媒体基材に転写される特定の画像の個々の部分が、文字および他の多色画
像要素とは別個に、離れて１つ以上の画像作成ローラによる真珠光沢画像要素の画像作成
とは排他的に保存されそうであることを当業者は認識する。しかし、本開示は、互いに任
意の具体的な後面／前面の関係にあるある真珠光沢画像要素または他の真珠光沢画像要素
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と、他の文字および／または多色画像要素とが区別されない。真珠光沢画像要素を入手可
能であり、例えば、その下にある多色画像作成要素を特定の用途で高め得る様式で塗布し
てもよいことが想定される。この観点で、例示的なシステム、例えば、図２に示すような
システムに可変デジタルデータ入力によって適合性画像を作成するすべての組み合わせを
利用可能であろう。１つ以上の画像作成ローラから個々の画像作成要素を適用する種々の
組み合わせでは、ある量の中間的な硬化を行ってもよく、最終的な硬化プロセスが、画像
が堆積し、硬化した画像受け入れ媒体基材を、例えば、出力トレー（図示せず）に放出す
る前に、例えば、すべての画像作成ローラの下流の位置に配置された最終的な硬化機器２
６５によって実施されてもよいことが予想される。
【００２５】
　図３は、本開示の可変デジタルデータ真珠光沢画像作成を実行するための画像作成シス
テム３００の例示的な実施形態のブロック図を示す。
【００２６】
　例示的な画像作成システム３００は、例示的な制御システム３１０を備えていてもよい
。例示的な制御システム３１０の要素のすべてまたは一部が、例示的な画像作成システム
３００の一体化要素として含まれていてもよい。別の場合には、例示的な画像作成システ
ム３００の処理機能および制御機能を行うための例示的な制御システム３１０の特定の要
素が、例えば、別個の計算機器に収納されていてもよく、この別個の計算機器が、例示的
な画像作成システム３００と連結し、例えば、通信リンク３７０を介して例示的な画像作
成システム３００に接続していてもよく、例示的な制御システム３１０と、例示的な画像
作成システム３００の他の要素との間の有線または無線のデータ接続から構成されていて
もよい。
【００２７】
　一般的に、画像作成システム３００において、個々の画像受け入れ媒体基材（シート）
が画像受け入れ媒体源３４０から与えられてもよく、例えば、入力画像媒体源のトレーを
備えていてもよい。画像受け入れ媒体基材を、画像を作成し、硬化させる機器３５０に運
んでもよく、この機器は、デジタルオフセット画像作成機器から構築されてもよく、画像
受け入れ媒体基材の上に、１つ以上の画像作成ローラとは別個に画像をマーキングする材
料を堆積させることによって、または１個の可変デジタルデータ画像作成ローラと連結す
る別個の画像マーキング材料供給源から画像が作られる。画像を作成し、融合させ、固定
させる画像受け入れ媒体基材（作成し、融合させ、固定させる開示されている概念の真珠
光沢画像要素を含む）を、画像受け入れ媒体を出力収集するユニット３６０（例えば、出
力トレー）に移し、堆積させてもよい。
【００２８】
　例示的な制御システム３１０は、操作インターフェース３１５を備えていてもよく、こ
れによって、ユーザは、画像作成システム３００の画像受け入れ媒体基材の上で画像作成
操作（可変真珠光沢画像要素の作成を含む）を直接行うための例示的な制御システム３１
０と連通していてもよい。操作インターフェース３１５は、画像作成システム３００と連
結する局所的にアクセス可能なユーザインターフェースであってもよい。操作インターフ
ェース３１５は、制御機器および／または計算機器に共通する１つ以上の従来の機構とし
て構成されてもよく、ユーザは、例示的な制御システム３１０に情報を入力してもよい。
操作インターフェース３１５としては、例えば、従来のキーボード、「ソフト」ボタンを
備えるか、または互換性のあるスタイラスを用いて使用するための種々の要素を備えるタ
ッチスクリーン、ユーザが例示的な制御システム３１０に対して口で命令し、これを声認
識プログラムによって「翻訳」してもよいマイクロフォン、またはユーザが、例示的な制
御システム３１０に対して具体的な操作指示を命令してもよい他の機器を挙げることがで
きる。操作インターフェース３１５は、連結する例示的な制御システム３１０を備える画
像作成システム３００に設置されているか、一体化されているか、または連結しているグ
ラフィカルユーザインターフェース（ＧＵＩ）の機能の一部であってもよい。
【００２９】



(10) JP 2014-234516 A 2014.12.15

10

20

30

40

50

　例示的な制御システム３１０は、例示的な制御システム３１０を個々に操作し、画像作
成システム３００の操作機能を実施するために１つ以上のローカルプロセッサ３２０を備
えていてもよい。プロセッサ３２０は、例示的な制御システム３１０および画像作成シス
テム３００の具体的な機能を命令するための指示を解釈し、実行するために少なくとも１
つの従来のプロセッサまたはマイクロプロセッサを備えていてもよい。
【００３０】
　例示的な制御システム３１０は、１つ以上のデータ記憶機器３２５を備えていてもよい
。このようなデータ記憶機器３２５を使用し、例示的な制御システム３１０（具体的には
、プロセッサ３２０）によって使用されるデータまたは操作プログラムを記憶してもよい
。データ記憶機器３２５を使用し、画像を作成し、硬化させる機器３５０の個々の操作特
徴に関する情報（例えば、画像を作成し、硬化させる機器３５０で、真珠光沢画像を製造
することを含め、画像を作成するための情報）を記憶してもよい。これらの記憶したスキ
ームは、画像作成システム３００のすべての操作を制御してもよい。データ記憶機器３２
５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、または、例えば、プロセッサ３２０によって
システムの操作を実行するための指示を別個に記憶するためのアップデート可能なデータ
ベース情報を記憶することができる別の種類のダイナミック記憶機器を備えていてもよい
。データ記憶機器３２５は、さらに、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）を備えていてもよ
く、従来のＲＯＭ機器、またはプロセッサ３２０のための静的な情報および指示を記憶す
る別の種類の静的記憶機器を含んでいてもよい。さらに、データ記憶機器３２５は、例示
的な制御システム３１０と一体化していてもよく、または例示的な制御システム３１０と
の有線または無線の通信に対して外側に、また、内部に提供されてもよい。
【００３１】
　例示的な制御システム３１０は、少なくとも１つのデータディスプレイ機器３３０を備
えていてもよく、ユーザに情報を出力する１つ以上の従来の機構として構成されていても
よく、限定されないが、例示的な制御システム３１０が連結していてもよい画像作成シス
テム３００のＧＵＩのディスプレイスクリーンが挙げられる。データディスプレイ機器３
３０を使用し、画像作成システム３００の画像作成操作、または、画像作成および真珠光
沢画像要素作成操作を実行するための画像を作成し、硬化させる機器３５０の具体的な操
作の状態をユーザに示してもよい。
【００３２】
　図３に示されるように、例示的な制御システム３１０の種々の要素はすべて、１つ以上
のデータ／制御バスによって、画像を作成し、硬化させる機器３５０に内部で接続してい
てもよい。これらのデータ／制御バスは、これらの要素すべてが一体的に収納されている
か、または例示的な制御システム３１０と連結していてもよい画像作成システム３００の
他の要素の外部にあるか、またはこれらと接続しているかに関わらず、例示的な制御シス
テム３１０の種々の要素の間の有線または無線の通信を与えてもよい。
【００３３】
　図３に本質的に一体化したユニットとして示されるが、例示的な制御システム３１０の
種々の開示されている要素が、個々の要素または要素の組み合わせとしてサブシステムの
任意の組み合わせとして配置されていてもよく、１個のユニットに一体化されていてもよ
く、または、例示的な制御システム３１０の１つのユニットの外側にあって、有線または
無線の通信によって接続していてもよいことを理解されたい。言い換えると、一体化ユニ
ットまたはサポートユニットとして、図３の記載によって、なんら具体的な構造は暗示さ
れない。さらに、例示的な制御システム３１０に関して本開示に与えられる詳細を簡単に
理解するために、個々のユニットとして示されているが、個々に示された任意の要素につ
いて記載されている機能が、例えば、１つ以上のデータ記憶機器３３０に接続し、連通す
る１つ以上のプロセッサ３２０によって行われてもよく、これらがすべて、画像作成シス
テム３００の操作を補助することを理解すべきである。
【００３４】
　開示されている実施形態は、提案されている可変データリソグラフィー印刷システムで
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真珠光沢画像作成のための可変データリソグラフィー印刷を実行するための例示的な方法
を含んでいてもよい。図４は、このような例示的な方法のフローチャートを示す。図４に
示されるように、この方法の操作は、工程Ｓ４０００で始まり、工程Ｓ４１００に進む。
【００３５】
　工程Ｓ４１００で、真珠光沢インクは、可変デジタル・データ・リソグラフィー画像作
成システムの少なくとも１つの画像作成ローラと連結する少なくとも１つのインク供給源
から与えられてもよい。本開示によって真珠光沢画像要素が画像ごと、基材ごとに変わり
そうだという事実に基づき、少なくとも１つの真珠光沢インク供給源が可変デジタル・デ
ータ・リソグラフィー画像作成システムに連結する少なくとも１つの画像作成ローラは、
例えば、図１に示すように、可変データ・リソグラフィー・システムを備えているだろう
。この方法の操作は、工程Ｓ４２００に進む。
【００３６】
　工程Ｓ４２００で、可変デジタル・データ・リソグラフィー画像作成システムによって
画像受け入れ媒体基材の上に作成されるべき画像を記述するデジタルデータを得てもよい
。例えば、ある形態の操作インターフェースを介してユーザが情報を入力することによっ
てデジタルデータを得てもよく、または、ある種のユーザの入力に基づいて、記憶機器か
ら回復させてもよい。言い換えると、画像受け入れ媒体基材の上に作成されるべき画像を
記述するデジタルデータの供給源を、既知の方法によって得てもよく、有線通信または無
線通信を介して可変デジタル・データ・リソグラフィー画像作成システムに与えられても
よい。画像受け入れ媒体基材の上に作成されるべき画像を記述するデジタルデータは、画
像受け入れ媒体基材の上に作成される最終的な画像の一部として製造される真珠光沢画像
要素に関する情報を含んでいてもよく、真珠光沢画像要素は、可変デジタル・データ・リ
ソグラフィー画像作成システムによって行われる１回の印刷タスクに関するデジタルデー
タによって規則的に並べられた連続する画像受け入れ媒体基材の上で画像ごとまたは基材
ごとに変わる。この方法の操作は、工程Ｓ４３００に進む。
【００３７】
　工程Ｓ４３００で、画像受け入れ媒体基材の上の画像の個々の要素部分を、可変デジタ
ル・データ・リソグラフィー画像作成システムの複数のインクを用いて個々に作成しても
よい。例えば、個々のインクに対してそれぞれ連結する１個の別個の画像作成ローラを用
い、個々のインクを塗布してもよい。または、真珠光沢インクを含むそれぞれの個々のイ
ンクについて、個々のインク供給源にアクセスする単一の再書き込み可能な画像作成ロー
ラの別個のサイクルを用い、個々のインクを塗布してもよい。複数の画像作成ローラを用
いたとき、真珠光沢インクの画像作成ローラ以外の複数の画像作成ローラは、可変デジタ
ル・データ・リソグラフィー画像作成モジュールであってもよい別個の画像作成モジュー
ルと連結していてもよく、または、従来のリソグラフィー画像作成モジュールであっても
よい別個の画像作成モジュールと連結していてもよく、画像作成ローラは、例えば、画像
作成ドラムの上で半分固定したプレートを含む。
【００３８】
　図１に例示的な様式で示される可変デジタル・データ・リソグラフィーシステムは、一
般的に、単色画像作成モジュールとして図示され、記載されているが、示されているよう
な単一の画像化部材の上で単一の再画像作成可能な表面を用いて多色画像を製造するため
に、可変データ・リソグラフィー・システムを進歩させてもよいことが想定される。この
ような場合、画像化部材の別個のサイクルに、異なる色のマーキング材料を導入してもよ
い。この方法の操作は、工程Ｓ４４００に進む。
【００３９】
　工程Ｓ４４００では、単色または多色として画像受け入れ媒体基材の上に作成された画
像の個々の要素部分の一部またはすべてを、画像受け入れ媒体基材の上の画像の個々の要
素部分を固定する様式で少なくとも部分的に硬化させてもよい。この部分的な硬化は、画
像受け入れ媒体基材に複数の画像作成ニップで複数の画像を転写するか、または単一の画
像作成ニップを用い、複数サイクルで画像を転写する可変デジタル・データ・リソグラフ
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ィー画像作成システムに対し、特に利点を与えると思われる。画像作成プロセスの前の段
階で画像受け入れ媒体基材に転写される画像の一部の部分的な硬化によって、その後の画
像作成ニップまたは同じ画像作成ニップの別個のサイクルですでに堆積した画像要素の逆
転写の可能性が下がるか、または実質的になくなるだろう。この方法の操作は、工程Ｓ４
５００に進む。
【００４０】
　工程Ｓ４５００では、可変デジタル・データ・リソグラフィー画像作成システムのある
画像作成ローラまたは最後の画像作成ローラの下流にある少なくとも１つの最終的な硬化
機器を用い、画像全体（真珠光沢画像要素または真珠光沢画像部分を含む）を、画像受け
入れ媒体基材の上で最終的に硬化させるか、および／または融合させ、画像受け入れ媒体
基材の上に真珠光沢画像要素または真珠光沢画像部分を含む画像を作成してもよい。この
方法の操作は、工程Ｓ４６００に進む。
【００４１】
　工程Ｓ４６００では、最終的な硬化画像（真珠光沢画像要素または真珠光沢画像部分を
含む）が生成した画像受け入れ媒体基材を、可変デジタル・データ・リソグラフィー画像
作成システムから出力してもよい。この方法の操作は、工程Ｓ４７００に進み、この方法
の操作が終了する。

【図１】 【図２】



(13) JP 2014-234516 A 2014.12.15

【図３】 【図４】



(14) JP 2014-234516 A 2014.12.15

10

フロントページの続き

(72)発明者  フランク・ピン－ヘイ・リー
            カナダ国　オンタリオ州　エル６エイチ　４ケイ４　オークビル　マンズ・アベニュー　２１２８
(72)発明者  アウレリアン・ヴァレリウ・マグダリニス
            カナダ国　オンタリオ州　エル４ジー　３エム４　オーロラ　ポプラー・クレセント　８３
(72)発明者  マーセル・ブレトン
            カナダ国　オンタリオ州　エル５ケー　２エス６　ミシサガ　リーン・ブールバード　５３－２０
            ８０
(72)発明者  ジェニー・エリヤフ
            カナダ国　オンタリオ州　エル６エイ　４エヌ３　メープル　リンドベスト・クレスト　２２
(72)発明者  キャロライン・ムーアラグ
            カナダ国　オンタリオ州　エル５イー　２ジェイ４　ミシサガ　ミューア・ロード　１５８８
Ｆターム(参考) 2C056 FC02 
　　　　 　　  2H113 AA01  BA05  BB02  BB22  BC02  BC09  DA15  DA33  DA53  DA68 
　　　　 　　        EA08  FA43 
　　　　 　　  4J039 AD21  BE01  BE22  BE24  BE27  EA29  EA33  GA02 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

